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2.調 査方法 は18名で、そのうち6名 が床上安静を強いられていた。











患児の年齢は、4歳13名、5歳14名、6歳7名 で平 ・すぐに 「かくれんぼ、机にあがったりする」(No5)
均5歳2か 月であった。主な疾患は喘息15名、斜視、 ・「雨降ってるときはままごと、晴れてるときは砂場1(No33)
川崎病が各々3名であり、今回を含めた入院回魏よ 平均2.5回 ・幼稚園での遊びを楽しげに 「ネコごっこして遊ぶ 皆はネコでCO
表1患 児の背景
No.年 齢 性別 病 名 入院期間 入院回数 行動制限 付き添い 保育状況 同胞 
1 4歳0か 月 男 喘息3日 2回 室内 母 不明 弟
2 4歳1か 月 男 川崎病20日 1回 自由 母 幼稚園 兄 ・妹
3 4歳1か 月 男 喘息8日 1回 自由 なし 幼稚園 妹 ・弟
4 4歳2か 月 男 喘息10日 13回 床上安静 母 なし 弟2人
5 4歳2か 月 女 喘息5日 3回 制限あり 母 幼稚園 な し
6 4歳3か 月 女 横断性脊髄炎10日 3回 自由 母 保育園 姉 ・兄 ・弟
7 4歳3か 月 女 川崎病8日 1回 プレ仙一ム 母 幼稚園 兄
8 4歳5か 月 女 喘息4日 3回 自由 なし 不明 兄 ・妹
9 4歳5か 月 男 悪性リンパ腫 不明 1回 保護隔離中 なし 幼稚園 なし
10 4歳6か 月 女 脳腫瘍120日 1回 自由 母 ・父 幼稚園 姉 ・兄
11 4歳6か 月 女 喘息4日 1回 自由 母 保育園 兄
12 4歳6か 月 男 喘息8日 4回 自由 母 幼稚園 弟
13 4歳10か月 男 喘息7日 5回 自由 母 幼稚園 弟
14 5歳0か 月 男 喘息3日 5回 室内 母 幼稚園 兄2人
15 5歳0か 月 女 斜視8日 1回 病棟内 なし 幼稚園 姉 ・妹
16 5歳0か 月 男 上気道炎5日 1回 室内 母 幼稚園 な し
17 5歳1か 月 男 外上斜視7日 1回 自由 なし 幼稚園 妹
18 5歳1か 月 男 喘息5日 4回 自由 なし 幼稚園 兄 ・弟
19 5歳4か 月 女 気管支炎4日 不明 床上安静 母 幼稚園 兄
20 5歳5か 月.女 川崎病4日 4回 自由 なし 幼稚園 姉
21 5歳5か 月 男 喘息5日 不明 自由 なし 幼稚園 妹2人
22 5歳7か 月 男 喘息7日 1回 自由 な し 幼稚園 なし
23 5歳8か 月 女 急性糸球体腎炎3日 1回 床上安静 なし 幼稚園 兄
24 5歳8か 月 女 虫垂炎疑い3日 1回 自由 なし 幼稚園 姉
25 5歳8か 月 男 喘息4日 4回 自由 なし 幼稚園 姉 ・妹
26 5歳8か 月 男 腸炎4日 1回 床上安静 母 幼稚園 弟
27 5歳10か月 男 上腕骨折7日 1回 自由 母 幼稚園 兄
28 6歳0か 月 女 喘息2日 2回 床上安静 父 幼稚園 妹
29 6歳2か 月 女 眼瞼下垂6日 2回 病棟内 なし 保育園 兄2人
30 6歳3か月 女 喘息 不明 2回 病棟内 なし 不明 なし
31 6歳6か 月 女 大腿骨折90日 4回 車椅子 なし 保育園 な し
32 6歳6か 月 女 紫班病性腎炎37日 2回 床上安静 なし 幼稚園 弟
33 6歳6か 月 女 骨異形成60日 2回 車椅子 母 保育園 なし
34 6歳9か 月 男 斜視5日 1回 病棟内 なし 幼稚園 弟
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○○先生(幼稚園の先生)は お店屋さんするの」(No15)
一方 、入 院中の遊びについて、患児 は67項 目の遊び
を挙 げ、折 り紙 やお絵 かきな どの 「構成 遊び」が34.3%、
「模倣 ・想像 遊び」「受容的遊び」が22.4%ず つで、 「運動
表2入 院前 ・入院中の遊び (%)MA
入院前の遊びn=34 入院中の遊びn=33
運動遊び" 36×42.4) 6(9.0)
鉄棒 ・滑 り台等 10ボ ール 3 
砂場 ・外遊び 12散 歩 2 









模倣 ・想像 遊び29(34.1) 15×22.4)
ウル トラマンごっこ等13人 形遊び・ままごと5 
人形遊び ・ままごと 10ロ ボ ッ ト 2 
プラレール 3ギ ンマガ ンごっこ 5 
だんご作 り 1車 2 




お絵かき ・ぬ りえ 4折 り紙9

プロツク ・パズル 3お 絵か き ・ぬ りえg







































































































遊び」をして いた のは9,0%に 過 ぎな かった。患児 は次





さ らに、入院前 にして いた遊び を入院後 もして いた患児
は2名(No15、No29)で あ り、行動制限がな い場合 で も
患 児の入 院前 と入院 中の遊び は大 きく変化 していた。
3.入 院中の遊びのニーズ
患 児が一緒 に遊びた い人(表3)、 持 ってきたか ったお
もちゃ(表4)の 視点か ら、患児 の遊びのニーズ をみた。
患児 がく入院前に一緒 に遊んで いた〉 のは、56.5%が
「友だ ち」、次 に 「き ょうだ い」が26.1%で あった。そ の





このよ うに、すんな り幼稚園や保育所 の友 だちの名前
を具体 的にあげた り、 「両親 」と答 えた患児 も両親 と患児
だ けで な く、き ょうだいや友だち を含 めて遊 んでいた。
現在 、〈誰 と遊 んでいる〉か につ いて は、友だ ちに代わ
る 「入 院児」をあげた のは42.2%で 、次に両親 が24.4%
で あった。






このよ うに答 え、友 だちでは名前を あげて いた のは同
室児が多 く、特定 の友 だち として名前 をあ げることは少
なか った り、付 き添 う母親 のみをあげていた。 また首 を
傾げて返答がなか った り、入院前 に遊んで いた人が誰 か
の問 いか けよ りも考 えなが ら答えていた。〈本 当は誰 と
遊びたい〉かの質問 には、 「き ょうだい」35.2%、 「友 だ
ち」29.4%、 「わか らない」17.6%で 、 「入 院児 」をあげた
のは8.8%で あった。
患児は次のよ うに答えて いた。








No17やNo23の 患 児が あげたのは入院前 に遊 んでいた
友だ ちの名 前で あ り、すんな りと答えて いた。 患児が遊
び たい と思 っ てい るのは、入 院前 と同様 に 、 「き ょうだ
い」や 「友だ ち」であった。
次 に、〈入院 時に持 って きたお もちゃ〉 と〈本 当は持
って きたかった お もち ゃ〉 を問うた。入 院時に持 って き
た おもち ゃは 「模 倣 ・想 像遊び」のお もちゃが36.3%と
多 く、次に 「構 成遊 び」のお もちゃ29.7%、 「受容 的遊び」
のお もち や16.4%で 、 「運 動遊び」のお もちゃを持 って
きた患児 は1.1%で あった。患児が持 ってきた のは次 の





これ らのお もち ゃは患児 が持 ってきたかった ものか、<
本当は持 って きたか ったが持 って これ なかったお もちゃ
〉は何か を聞いた。持 ってきたかったお もち ゃの ある患
児は22名 であ り、そ の患 児が持ってきたか った ものは、
「模倣 ・想像遊 び」のお もち ゃ44.8%、 「構 成遊 び」のお
もち ゃ17.3%、 「ゲー ム遊 び」13.8%で あ り、患児が持
って きたお もち ゃと同様 な傾向に見 えるが、その 内容 に
は違 いが あ り、患児は次 のように答えて いた。









模倣 ・想像 あそ び まま ごとセ ッ ト233(36.3)




構成遊び お絵書きセ ッ ト1427(29!7)
のおもちゃ 折 り紙7




ゲーム遊び ゲーム 814×15.4) 
のおもちゃ あいうえお教室 2 




・次々に	 「せんせい、 ピカチューのはんこ、いうえんぴつ」 
(No23)
患児 は、入院前 に家で遊 んでいたお もちゃや、大 きなお
もちゃを持ってきたか った と思 って いた。次 に、持 った
きたかったお もち ゃが ある と答えた患児 に対 して、持っ
てきたお もち ゃで満足 しているか 、何故 、持 ってきたか
ったお もち ゃが持 って これなか ったか を問 うた。持って
きたお もちゃで満足 して いた患 児は5名(22.7%)で 、持
って これなか った理 由を患児な りに納得 していたの は4
名(18.2%)、 理 由がわか らな い と思 って いる患児 は13





と、親 に新 しいお もちゃ を買 って もらって いたか らで あ








一方、理 由が わか らず に、持 ってきたか ったお もちゃ



































患児 はお もちゃを病 院 に持 って くるこ とを諦 めていなか
った り、母親 の説明に納得で きなか った り、お もちゃを
持 って きたい と思 い続 けていた。
4.「 遊んで くれ る人」 と して の看護婦
く看護 婦は何 をして遊 んで くれる〉かについて患児 に
質 問 した。「遊んで くれる」と答 えた のは16名(47.1%)、
「遊んで くれ ない」16名(47.1%)、 「その他」2名(5.8%)









看護婦が どの ように遊 んで くれ るかを答 えた患児は5名
で あ り、他 の患児 は、看 護婦が遊んで くれ る ことを肯定
して いるが具体的な遊 びとしては出て こなかった。一方 、










患児 は看護婦 と遊 びたい、遊んで ほしいと思 っていた。
看護婦 に対 して期待 の気持ち を持 った り、不満や諦 めを
感 じて いた り、看護 婦のケアの状況 をと らえて患 児な り
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EXAMINATION OF THE CARE TO THE NEEDS OF THE PLAY FOR 
THE CHILD IN THE INFANT LATTER PERIOD IN HOSPITALIZATION 
Hiromi Naragino , Atsuko  Suzuki , Kimiko Tajiri , Tomomi Takagi, 

Yukari Fukuda and Akiko Funakosi
 
Abstract 
For the children in the infant latter period , the play is the activity of the leadership of development. Play gives the feeling that 
did it with children lively of sickness and as for the children the recovery from sickness becomes early that due to. This study 
identified the life that hospitalized children with play needs lead in the hospital and examined what directions should be taken in 
hospital care to provide these children with the play they need. We gave the focused interview to 34 children, ages 4 to 6,about 
the actualcondition of the change and the play by hospitalization before. 
It was found that , because of hospitalization , the types of play were limited , ways in which children played changed  greatly , 
children looked to  brother , sisters and friends as playmates , and children wanted to play with nurses . In order to satisfy the 
play needs of hospitalized children , it is suggested that limitations of visitors be reviewed , considerations be made to have 
children hospitalized in the same room , studies be made into how to explain to children and their families what  (toys) children 
should bring to the  hospital , and toys already available at hospitals be upgraded. Also , in order for children to play with toys 
their bring to the hospital , it is also necessary to underatand the world children have lived in prior to their hospitalization and 
sympathize with the children. 
Key Word : Play needs primary activity providing play care playmates 
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